
産学連携による実践型人材育成事業 サービス・イノベーション人材育成＜概要＞
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・産学連携のための研究会等の設置及びワークショップ等の開催

・テキスト及びデータベース等の教材開発

・サービス・イノベーションに関するコースや授業科目を開設
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＜大学院等の教育に導入・普及＞
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対 象：大学学部又は大学院 選定件数：平成１９年度 ６件 申請３５件
支援期間：３年間 平成２０年度 ７件 申請４０件
事業規模：年間３，０００万円程度を上限とする

学問として
体系化

連携

我が国をはじめ主要先進国における産業構造の変化の中で、年々、経済に占めるサービス産業の割合が増加し続けており、今やサービス産業は製
造業とともに経済を支える「双発のエンジン」となっている。しかし一方、サービス産業の生産性は米国などに比べて総じて低位に止まっており、製造業
との比較においても、生産性の伸びが他の先進諸国以上に低い状況にある。

このため、ビジネス知識、ＩＴ知識、人文系知識等の分野融合の知識を備え、サービスに関して高いレベルの知識と専門性を有するとともに、サービス
における生産性の向上やイノベーション創出に寄与しうる人材の育成を図るための教育プログラムを開発する。

人材育成
拠点の形成

育成する能力

サービス設計力
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サービス提案力

・・・ etc

○人間工学指向型サービス・イノベーター（特に、人との接点から
サービスを捉えて、サービスを改善考案できる人材）→事故・渋滞
の状況をわかりやすく提示する交通情報システムの開発 等

○マイニング指向型サービス・イノベーター（観測されたデータを
分析して、ユーザの潜在的要求を掘り起こし、サービスを改善考
案できる人材）→物品の販売データを科学的に分析して店舗の商
品配列改善に役立てる 等

○新規サービスの創出：他に類を見ない画期的なサービス
を創出すること。
＜音楽販売サービスの高度化＞
音楽配信技術＋携帯プレイヤーによる音楽販売サービス
の時間・場所の自由度拡大

○サービスの効率化：既存のサービスのプロセスに関する
無駄を排除すること。
＜飲食物提供サービスの効率化＞
顧客属性，滞在時間，飲食履歴の解析による回転寿司の
提供パターンの最適化→廃棄率（在庫）減少

サービス・イノベーションの例

育成する人材（慶應義塾大学の例）


